






























たとえばオリンピックの場合、国際オリンピック委員会（International Olympic Committee: 以下、
IOC）から認定される公式スポンサーは、The Olympic Programme（TOP）のワールドワイド・パー
トナーとして世界中で公式スポンサーを名乗り、五輪マークを排他的に使用する権利を得る。また、



























































名称 範囲 主な権利 企業名
TOPワールドワ
































































































































































































































































































































































　　（DS）　　　πDS－F ≧π E　　 　∴　F ≦πDS－π E
　　（ES）　　　π ES－F’ ≧π N　　 　∴　F’ ≦π ES－π N
　　　　　　　かつ　πDS－F ≦π E　　 　∴　F ≧πDS－π E





　　　FES ＝π ES－π N






　　　4(4＋3γ ) v ≧ (3γ2－8) a
表２　各企業の利得
企業１ 企業２ スポンサーになる スポンサーにならない
スポンサーになる πDS－F,　　πDS－F πES－F’，　 πE






































































































　　　WDS＝CSDS ＋2πDS－2C、　WES＝CSES ＋π ES ＋π E－C
であるから、Cの値によってはWDS＜WES（Cが大きければWDS＜WN）となる可能性もある。したがっ
て、命題４は必ずしも成り立たない。
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